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JARL千葉県支部　技術講習会

DD--STARSTAR講習講習（第１回）

2012年5月13日(日)

於：千葉県青少年女性会館
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D-STARとは （Digital Smart Technologies for Amateur Radio）

JARL（一般社団法人日本アマチュア無線連盟）が開発した、アマチュア無線の

「音声通信」(DV)や「データ通信」(DD)を「デジタル方式」で行う通信方式です。

※D-STARは、一般社団法人日本アマチュア無線連盟の登録商標です。

資料：ＧＰＳ機能比較表 ・・・・・・・・・２６

　　　メモリー機能比較表 ・・・・・・・・２７

　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ＆ﾃﾞｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙの互換表 ・・２８

　　　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ＆ﾃﾞｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙの接続方法 ・２９

　　　D-STAR関連のWEBサイト・・・・・・・３０
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2004年(平成16年)1月当時は、関東・東海・関西の３地域から運用がスタート。

現在は、ほぼ全国に広がり2012年4月末現在１０４ヶ所・１２５局(NET接続115局)の
ＤＶレピータが日本国内で運用されています。

１．レピータの設置状況

430MHz 7局
1200MHz 1局

430MHz 5局

430MHz 24局(2)
1200MHz  9局

430MHz 12局(2)
1200MHz 4局

430MHz 17局(3)
1200MHz  8局(1)

430MHz 7局(1)
1200MHz 1局

430MHz 4局
1200MHz 1局

430MHz 4局

430MHz 3局
1200MHz 1局

430MHz 8局
1200MHz 1局

430MHz 1局

NET接続DVレピータ

430MHz　1200MHz

千葉県 　５局(2)　 2局
茨城県　 ６局 　 --
栃木県　 １局　　　--
群馬県　 １局　　　--
埼玉県　 １局　　　--
東京都　 ６局　 　5局
神奈川県 ４局　　　2局
山梨県　 --　　　 --

千葉県は、
長柄町(長柄山)と
佐倉市に430MHz
開局準備中！

※レピータ未開局県：山梨県，鳥取県，島根県，大分県，佐賀県
　　 （開局準備中を除く）

全都道府県に最低１局全都道府県に最低１局

2011年6月以降４１局が開局。2012年は1～4月で１４局が開局し、現在９局が開局準備中。

( )は、開局準備中又は開局予定

エリア別NET接続レピータ
(NET接続準備中を含む)
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レピータエリアの円は、イメージです。

（東京・神奈川は省略しています）

西東京

つくば

日立

那珂

鹿嶋

香取流山

壬生

入間

榛東

木更津

古河

山梨県に開局できれば
１エリアは全都県設置

八街稲毛

船橋

２．千葉県は、ますます発展！

　 １エリアの
430MHzDVレピータ
　　　(NET接続局)

千葉県 　５局 (2)

茨城県　 ６局
東京都　 ５局
神奈川県 ４局
栃木県　 １局
群馬県　 １局
埼玉県　 １局
山梨県　 --　

大子

開局準備中
佐倉

開局準備中
長柄山

長柄山

( )は、開局準備中

千葉県の430MHzレピータ
は、開局準備中を含める
と、全国トップ
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３．デジタルの特徴

① 複雑な設備は．．．　不要不要　⇒　D-STAR対応トランシーバーだけでＯＫ

② 音声通信(DV)※1 はレピータを経由しても高品質な音質(音声の劣化がない)、
　　しかも雑音のない通信が．．． 可能可能　⇒　FMのようなスケルチ調整は不要

③ 電波(周波数)の有効利用が．．．　できるできる
　 　 占有周波数帯幅が「6KHz以下」，標準のFMは、16KHz以下 (10KHz間隔可能)

④電波の状況により．．．　音声として聞こえない音声として聞こえない(ケロケロ)
　　　電界強度が不安定の時(QSB)や反射波の影響(マルチパス)で、音声が途切れることがある

　　　(地デジやＣＳ放送画面で、モザイクが発生した時のようなイメージ)

⑤ＦＭモードで受信すると．．．　無変調に間違えられる無変調に間違えられる
　　　 「ザーッ」という音、逆にデジタルでFMを聞くと完全に無音

⑥こんなこともできます。
　・ＧＰＳの利用（DPRS,地図表示,自局位置,相手局との距離・方向など）

　・相手局(コールサイン)指定で呼び出し
　　 相手局のコールサインを設定して呼び出せば、相手局が使用しているレピータを自動選択します。
　　　　(注意：相手局が最後に使用したレピータから電波が出ます)

　・インターネットも　1200MHzのデータ通信(DD)※2 ※1 DV：デジタルボイス
※2 DD：デジタルデータ

((シンプレックス通信シンプレックス通信))

((レピータ設定不要レピータ設定不要))

((すぐにすぐにON AIRON AIRできるできる))

ポイント１：違いは、モード(電波形式)だけです。→ ＤＶモード
　　　　　　　（デジタルかアナログかだけで、SSBやFMモードの違いと同じ考え方でＯＫ！）

ポイント２：D-STARは 「デジタル方式デジタル方式 ＝＝ レピータレピータ」 ではなく、レピータを使用しなくても通信できます。
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(シンプレックス通信)
モードを「ＤＶ」にするだけ！

レピータを使用しない通信

アナログ(FM)の交信方法と同じです

千葉県

香取レピータ
JP1YDS

439.21MHz
ＧＷ(ｹﾞｰﾄｳｪｲ)局

①

４．D-STARの仕組み

東京都

東京都

調布レピータ
JP1YIX

1291.59MHz
アシスト局

②

①
②

①

10G
Hz

レピータを使用した通信

木更津レピータ
JP1YEM

439.11MHz

③

千葉県

北海道

①

海外レピータ

３種類のレピータ局

①：インターネットに接続している(ゲートウェイ局)
②：他のレピータに無線で接続している(アシスト局)
③：インターネットに接続していない

札幌レピータ
JP8YDZ

439.49MHz
1291.69MHz

ＧＷ(ｹﾞｰﾄｳｪｲ)局

レピータのネット接続(ＧＷ)を利用する場合は、
ＪＡＲＬの管理サーバーに自局のコールサインの
登録が必要です。　(登録サイトは最終ページに記載)

レピータを利用した場合、
交信相手の周波数が違っても通信可能

430MHz　　　1200MHz ，1200MHz　　　430MHz
自局　　　 　 　相手局　　　　自局　　 　　 　　相手局

西東京レピータ
JP1YIW

439.31MHz
1291.57MHz

アシスト局
ＧＷ(ｹﾞｰﾄｳｪｲ)局
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1294.90MHz～1295.80MHz

29.00MHz～29.30MHz，29.51MHz～29.70MHz

51.00MHz～52.00MHz

144.70MHz～145.65MHz

431.40MHz～431.90MHz，432.10MHz～434.00MHz

※無線局運用規則第258条の2　平成21年3月25日付　総務省告示第179号

（JARL HOME PAGE バンドプランページより抜粋・加工）

５．デジタル(D-STAR)の運用周波数は？

ＤＶﾓｰﾄﾞの電波形式は？

　　Ｆ７Ｗ （GMSKリアクタンス変調）

占有周波数帯幅は？

　　６ＫＨｚ以下

広帯域の電話

(ＦＭと同じ周波数帯)

平成21年にバンドプランが変更になり、デジタル（D-STAR DVモード）を運用できる範囲が広がりました。

注意！下記の周波数(呼出周波数)は
使用できません。
　　　　 51.00MHz, 　145.00MHz
　　　　433.00MHz, 1295.00MHz

　　　無線局運用規則第258条の2に基づく
　　　総務省告示第179号の注22
　　(F2AとF3Eでの連絡設定のみ使用可能)

Ｆ７Ｗ：
　Ｆ＝周波数変調
　７＝デジタル信号の２以上のチャネル
　Ｗ＝伝送情報の型式Ｎ,Ａ～Ｆの組合せ

ＧＭＳＫ：
　デジタル信号を帯域を狭くするための
　フィルターを通した後に周波数変調を
　行なう変調方式

(Gaussian filtered Minimum Shift Keying)
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埼玉県

栃木県
群馬県

茨城県

千葉県

６．シンプレックスで、実際に交信してみました！

メリット(了解度)は？

音質(聞きやすさ)は？

交信距離は？

交信テストＡ 　　交信テストＢ
郊外 約60Km　　 市街地 約20Km

周波数を合わせて、モードを「ＤＶ」にするだけです！
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Ａ Ｂ

７．信号強度と了解度のイメージ

ここから
了解不可

ここまで
メリット５

この間は不安定な時あり
（音声が途切れる、俗に言う「ケロ」る）

※これはあくまでもイメージですが、デジタルの場合は信号強度(S)が１でも了解度(メリット)は５で明瞭に
　聞こえる(交信できる)場合があります。

デジタルは、信号強度(S)が弱くなっても

　了解度了解度((メリットメリット))５５
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８．レピータ使用時の設定解説（海外もこれでＯＫ！）

このページの内容を抑えれば、完璧ですこのページの内容を抑えれば、完璧です。

DD--STARSTARは「難しい！」は、思い込みは「難しい！」は、思い込み......

JR1UTI/1

札幌レピータ

JP8YDZ  
439.49MHz

JP8YDZ B
1291.69MHz

JP1YDS
439.21MHz

香取レピータ

海外レピータ

VK3COM

VK3RWN A
1213.90MHz

VK3RWN B
438.30MHz

VK3RWN C
146.9125MHz

/ 　⇒ URにﾚﾋﾟｰﾀのｺｰﾙｻｲﾝを設定
　　 　する時のみ左側に設定

A,B ⇒ 接続先ﾚﾋﾟｰﾀの周波数識別です
　　 　設定は右寄せ (Aは省略可)

G 　⇒ 他のﾚﾋﾟｰﾀに接続する時に右寄せ　
　　　 で設定 (GW:ｹﾞｰﾄｳｪｲ)

　　ＩＴＵ１ＲＪＭＹ：

Ｇ　ＳＤＹ１ＰＪＲ２：

　　ＳＤＹ１ＰＪＲ１：

ＢＺＤＹ８ＰＪ／ＵＲ：

87654321桁→

1～7桁はｺｰﾙｻｲﾝ

8桁目は識別符号
(A,B,Gなど)

設定項目
↓

C Q C Q C Q

J P 1 Y D S G

/ J P 8 Y D Z / J P 8 Y D Z B

N E T U S E *

J L 8 R C O

J P 1 Y D S

① UR:

② R1:

③ R2:

④ MY:

香取のみ 札幌430へ 札幌1200へ ｺｰﾙｻｲﾝ指定

【香取レピータ(JP1YDS)から国内】

UR:どこ(誰)につなぎたいか

R1:自分が使用するﾚﾋﾟｰﾀ

R2:他のﾚﾋﾟｰﾀに接続する時は
　 ｺｰﾙｻｲﾝとGを設定

MY:自分のｺｰﾙｻｲﾝ(必ず設定)

これが設定の基本パターン

設定項目
↓

/ V K 3 R W N B / V K 3 R W N C V K 3 C O M① UR:

② R1:

③ R2:

④ MY:

430MHZへ 1200MHzへ ｺｰﾙｻｲﾝ指定

【香取レピータ(JP1YDS)から海外】

C Q C Q C QUR:

R1:

R2:

MY:

レピータ未使用
<シンプレックス>

J R 1 W N G

３文字コール

２文字コール

/ ,A ,B ,G は、お決まり設定

使用するレピータが同じ場合は、設定項目②と③(R1とR2)を

一度設定してしまえば、①(UR)の設定を変えるだけでＯＫ！

ポ
イ
ン
ト

他のﾚﾋﾟｰﾀに接続(ｹﾞｰﾄｳｪｲ)する場合は、JARLの管理ｻｰﾊﾞｰに
自局のｺｰﾙｻｲﾝを登録しておく必要があります。
　http://www.jarl.or.jp/Japanese/7_Technical/d-star/d-star-index.htm

重　

要

J P 1 Y D S G
J R 1 U T I

J P 1 Y D S

J P 1 Y D S G

J P 1 Y D S J P 1 Y D S

J P 1 Y D S G

J P 1 Y D S

J P 1 Y D S G

J P 1 Y D S

J P 1 Y D S G

J P 1 Y D S

J R 1 U T I J R 1 U T I

J R 1 U T IJ R 1 U T I J R 1 U T I J R 1 U T I

J R 1 U T I

JL8RCO
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１．ゲートウェイ(GW)を使用して電波を出す時に、相手側のレピータが使用中かどうかの確認方法

　　香取430MHzレピータ(JP1YDS)から札幌430MHzレピータ(JP8YDZ)に接続する場合　 　設定

　　・PTTを1～2秒押して送信(ｶｰﾁｬﾝｸ)して、受信に戻した時のメッセージを確認
　　・｢UR?：JP1YDS  A/｣ と表示されればＯＫ (メッセージの詳細は次ページ)

　　 注意：｢UR? : JP1YDS  A/｣ と表示が出ていても、札幌レピータで誰かが交信中かも知れません。
　　　　　（ちょうど送受信の切れ目?）5秒から10秒後にもう一度カーチャンクをして確認するとよりベスト。

２．交信方法

　　交信はアナログ通信と同じですが、特にゲートウェイ(他のレピータに接続)を使用している場合は
　　ワッチ局にわかりやすいように、どこのレピータを使用しているかをアナウンスするようにすると
　　応答側もどこのレピータを UR に設定すれば良いかわかります。

　　　呼出例：CQCQCQ こちらは JR1UTI、香取430から札幌430です。お聞きの局交信をお願いします。
　　　応答例：JR1UTI 香取430 こちらは JL8RCO 札幌430からですどうぞ。

　　 　　　　　　　　　　　　　　※毎回コールサインや使用レピータをアナウンスする必要はありませんが、電波法に定められた間隔で
　　　 　　　　　　　　　　　　　　(10分ごとを標準として)コールサインをアナウンスしましょう。

９．レピータ使用時の運用ポイントと注意

あまり頻繁にするのはマナー違反..

　　ＩＴＵ１ＲＪＭＹ：

Ｇ　ＳＤY１ＰＪＲ２：

　　ＳＤY１ＰＪＲ１：

　ＺＤＹ８ＰＪ／ＵＲ：

ゲートウェイを使用した交信を終了した後は、ゲートウェイを使用しない設定(UR:CQCQCQ)に必ず戻し
ましょう。【CQボタンを押す又は、メモリーCHを切り替えるなど】
上記例の場合ゲートウェイ使用設定のまま香取レピータの局間で交信を開始すると、自分の声が札幌レ
ピータからも出てしまいます。（札幌で聞いている局は一方通行です）

注　
　

意

ポ
イ
ン
ト

呼出(CQ)局に応答する時は、ID-91,92は　　,ID-80は　　,ID-31は　　　を長押しながらダイヤルを回して

応答したいコールサインが表示されたら離します。ピピッという音がして自動で設定されます。

　※IC-2820Gは 　　を2回押してﾒﾆｭｰを表示(右端の図)→　　→ﾀﾞｲﾔﾙで選択→

　※ID-880は　　 を長押(直前の受信ｺｰﾙを設定)、受信履歴からの選択も可 IC-2820Gメニュー表示例
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１．必ず行うもの
　　 ①自局のコールサインを MY に設定
　　 ②JARLの管理サーバーに、自局のコールサインを登録

２．確認は、送信後受信したメッセージで判断
　　［PTTを1～2秒押して送信(カーチャンク)する］

10．確認方法（設定は正しいかな？）

あまり頻繁に、又
連続して行うのは
マナー違反...

正常時の注意点
・①：R2の8桁目に G が未設定の時は、正常ﾒｯｾｰｼﾞになります。
　　　※ｹﾞｰﾄｳｪｲ(GW)を越えない設定のため、ｴﾗｰにならない。

異常時の補足解説
・③,⑤：ｹﾞｰﾄｳｪｲ(GW)［R2の8桁目を G に］設定した場合に表示されます。

・④,⑤：無線機側のﾃﾞｼﾞﾀﾙ設定項目の｢ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚﾋﾟｰﾀｾｯﾄ｣を｢ON｣にしておくと、ﾚﾋﾟｰﾀのｺｰﾙｻｲﾝが違っていても
　　　　 R1,R2が自動で設定されます。ただし、ｹﾞｰﾄｳｪｲ(GW)越えの設定になっている時のみ。[R2の8桁目が G ]

・⑥ 　：電波の状況が悪い時や送信のﾀｲﾐﾝｸﾞ等で、自局のｺｰﾙｻｲﾝのﾃﾞｰﾀが正常に送出されてないか、ﾚﾋﾟｰﾀ側で
　　　　 自局のｺｰﾙｻｲﾝが認識されてない場合に表示されます。

状態 メッセージ 主な理由

正常 ① UR?:JP1YDS  A/ URに指定したﾚﾋﾟｰﾀに届いていて、レピータは未使用

② RPT?:JP1YDS  A/ URに指定したﾚﾋﾟｰﾀが使用中

③ RPT?:JP1YDS  G/ 
URのｺｰﾙｻｲﾝが違っている，ﾚﾋﾟｰﾀのｹﾞｰﾄｳｪｲ(GW)が不調，自局のｺｰﾙｻｲﾝをJARLの管理ｻｰﾊﾞｰ
に登録してない，MYの8桁目の識別(なし,A～F)が違っている、など

④ RX:JP1YDS  A/ R1かR2又は両方のｺｰﾙｻｲﾝが違っている

⑤ RX:JP1YDS  G/ URのｺｰﾙｻｲﾝが違っている，ｺｰﾙｻｲﾝ指定呼出で相手局がJARLの管理ｻｰﾊﾞｰに未登録、など

⑥ RX:        / ﾚﾋﾟｰﾀに自局のｺｰﾙｻｲﾝが認識されていない

異常
(ｴﾗｰ)

　ITU1RJMY:

87654321桁→

重要：上と下は意味が違います。(違う局と判断される)

※JARLの管理サーバーの「無線機名」に
　どのように登録したかが重要

　ＳＤＹ１ＰＪR2：

87654321桁→

←「無線機名」なし

←「無線機名」ＤD　ITU1RJMY:

Ｇ　ＳＤＹ１ＰＪR2：

87654321桁→

GW越え設定なし　　　　　 GW越え設定あり



12 / 30JARL千葉県支部　技術講習会 D-STAR 第１回 2012- ©JR1UTI

ここで、少し休憩
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③レピータ使用／香取からコールサイン指定呼出し

左の設定と右の設定の
違いは？

②レピータ使用／香取から流山レピータ(430MHz)に接続

左の設定と右の設定の
違いは？

①レピータ使用／香取レピータのみ使用 ⑤シンプレックス／レピータを使用しない

基本設定

←レピータを使用する　

レピータを使用しない→

④レピータ使用／香取から西東京レピータ(1200MHz)に接続

②との違いは？
②は、ＭＹ：が違います。「Ｆ」が付いている。
③は、ＹＯＵＲ：が違います。「Ｄ」が付いている。
　レピータコールサイン以外は、JARLのサーバーに
　登録した「無線機名」と同じにする必要があります。
　（なし，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）

④は、レピータコールサインにＢが付いています。
　430MHzと1200MHzのレピータ２台が設置されている
　場合は1200MHzが「Ｂ」になります。どちらか１台
　の場合は1200MHzでも「Ａ」になります。
　レピータの場合のＡは省略可能です。

11．実際の設定画面
【IC-2820Gの画面例】

これは？
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ID-880の表示例

自局のコールサイン(ＭＹ)が設定してあり、レピータリスト(ＤＲ)が登録されている必要があります。

レピータの選択状態を表示

相手局の選択状態を表示

(※) URを「CQCQCQ」にクイック設定
　(レピータと登録したコールサインも選択できる)

自分が使うレピータと接続したいレピータの選択

URにレピータ以外のコールサインの設定
　(「相手局コールサイン」に、コールサインが登録されている時のみ有効)

この操作がわかればすぐに運用できる、基本方法です。

接続したいレピータや設定したいコールサイン、ＣＱＣＱＣＱが
出てこない時は下記の操作を行います。

(自分が使うレピータ)

設 定 完 了

短く押す毎に表示が変わり、選択できる
コールサインが切り替わります。

(接続したいレピータ,コールサイン等)

(※)

(交信が終わったら、ＵＲをＣＱＣＱＣＱに戻しておきましょう！)

(詳しい説明と便利機能は、次のページにあります)

は、ID-80の場合

【ID-80,ID-880　基本操作】

12．ＤＲ　　　　　　 モードの操作(D-STAR REPEATER)
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～　　　のテンキーでグループ
　　　　(エリア)選択ができます。

を押すとグループ８(８エリア)になる

コールサイン(レピータ)のクイック選択

を長く押す

を回してグループ(エリア)を選択

を短く押す

ＤＲの状態で（前ページの　　　　） ＵＲの状態で（前ページの　　　　）

を短く押す

押す毎に表示が変わる(①,②,③）

⇒「ＣＱＣＱＣＱ」

⇒ レピータの選択

⇒ 登録したコールサインの選択

を回すとレピータと登録した
　　　　コールサインも選択できる

を回すと登録したコールサインが選択できる

を回すとレピータが選択できる
このような表示になる⇒

グループ(エリア)が１の例　↑

を回して自分が使うレピータを選択

を長く押すとＤＲ時と同じく
　　グループ(エリア)を選択できる

を回してグループ(エリア)を選択

を短く押す

を回して、レピータを選択

①

②

③

(自分が使うレピータの選択) (相手局の選択)

(ＧＲＰ １～ＧＲＰ ０)

ＤＲの状態で（前ページの　　　　）
(自分が使うレピータの選択)

を回して自分が使うレピータを選択

【例】

ＵＲの状態で（前ページの　　　　）
(相手局の選択)

※ＤＲ時と同じくテンキーでグループ
　(エリア)選択ができます。
※①と②の時にテンキーを押した場合
　は、レピータの選択になります。

を短く押す 押す毎に表示が変わる(①,②,③）

⇒「ＣＱＣＱＣＱ」

を回すとレピータと登録した
　　　　コールサインも選択できる

①

⇒ 登録したコールサインの選択

を回すと登録したコールサインが選択できる

②

⇒ レピータの選択③

を回すとレピータが選択できる

(コールサイン指定呼出)

(コールサイン指定呼出)

レピータリスト(ＤＲ)をグループ０～１を、エリアとして登録してある場合です。
（グループ０は０エリア，グループ１は１エリアというように登録）

(お奨め設定)

(お奨め設定)

【ID-80,ID-880　便利機能】

12．ＤＲ　　　　　　 モードの操作(D-STAR REPEATER)
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浜町430MHzレピータ(JP1YIU)から平野430MHzレピータ(JP3YHH)に接続する設定例

【IC-9100　基本操作】

(交信が終わったら、ＵＲをＣＱＣＱＣＱに戻しておきましょう！)

自分が使うレピータと交信(接続)するレピータは、バンドキー／テンキーで
レピータグループ(ＧＲＰ)をワンタッチで選択できます。

例：８を押した場合は、ＧＲＰ８(８エリア)の１番目の登録が表示されます。
　　メインダイヤルを右に回すとＧＲＰ８が順番に選択できます。左に回すと
　　ＧＲＰ７になります。

※参考１

前ページのID-80,ID-880の説明　　　　　と同様です。
※参考２

※メモリーした相手局「相手局のコールサイン」

　　を押す毎に、

CQCQCQ（CQ），ﾚﾋﾟｰﾀｸﾞﾙｰﾌﾟ（GRP1～GRP0），
ﾒﾓﾘｰした相手局ｺｰﾙｻｲﾝ（UR）に切り替わります。

※自分が使うレピータのみの場合「ＣＱＣＱＣＱ」

設 定 完 了

※参考２

※参考１

自局のコールサイン(ＭＹ)が設定してあり、レピータリスト(ＤＲ)が登録されている必要があります。

12．ＤＲ　　　　　　 モードの操作(D-STAR REPEATER)
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平野430MHzレピータ(JP3YHH)から浜町430MHzレピータ(JP1YIU)に接続する設定例

上下キー 決定キー

【ID-31　基本操作】

(交信が終わったら、ＴＯをＣＱＣＱＣＱに戻しておきましょう！)

　TO に浜町430を設定する　　　

設 定 完 了

　FROM に平野430を設定する　　　

自局のコールサイン(ＭＹ)が設定してあり、レピータリスト(ＤＲ)が登録されている必要があります。

12．ＤＲ　　　　　　 モードの操作(D-STAR REPEATER)
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新操作系 十字キー ＆ 漢字表示対応フルドットＬＣＤ

・漢字表示による操作メニューと携帯電話のような十字キーによる入力方法により、各種設定や入力操作が
　よりスムーズに行え、レピータネームやメモリーネームも日本語表示。
・D-STARでよく使用する機能メニューは、十字キーの長押しで一発呼び出しが可能。

新操作パネル

ＲＸ→ＣＳ

ＤＲ

ＣＳＣＤ

ＣＤ：受信履歴表示　　（Received Call sign Display）

ＣＳ：コールサイン設定（Call sign Select）

ＤＲ：ＤＲモード　　　（D-STAR Repeater Mode）

ＲＸ→ＣＳ：受信履歴からＵＲ設定(相手局コールサイン)

十字キー長押しの動作

日本語表示メニュー

13．進化した｢　　　 ｣の 操作性・機能向上

ｍｉｃｒｏ ＳＤ スロットを装備

・ｍｉｃｒｏ ＳＤカード(最大32GB)に、音声やＧＰＳログデータなどを記録することができ、
　また、ｍｉｃｒｏ ＳＤカードを使ってのクローニングも可能。
・仲間同士で設定を統一するなど、カスタマイズも簡単。
・また複数の設定データをｍｉｃｒｏＳＤカードで持ち歩き、データを入れ替えて使用する
　ことも可能。 ｍｉｃｒｏ ＳＤスロット

クローニングソフト(設定ソフト)は、無償提供
・クローニングソフトはＣＤで同梱、ICOM Web Site からも最新バージョンをダウンロード可能。
・オプションケーブルがなくても、パソコンで設定したデータをｍｉｃｒｏ ＳＤカードにコピーして本体に装

着して、本体での設定が可能。
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高精度ＧＰＳレシーバー内蔵

・自局の位置・移動方向と速度・標高・ＧＬの表示、相手局の方向や
　距離　などの表示、Ｄ－ＰＲＳ®運用、ＧＰＳログの記録が可能。
・時計機能も内蔵、ＧＰＳ情報により時刻自動補正も可能。
・ＧＰＳ衛星の受信状態も表示。

相手局のコールサイン

相手局の位置高精度ＧＰＳレシーバー内蔵

レピーター自動リストアップ機能

・内蔵のＧＰＳの情報で、最寄りのレピータを自動的にリストアップする機能を搭載。
　リストの中から使いたいレピータを選ぶだけで、アップリンクするレピータの設定が可能。
　さらに、地域や名称からレピータを選択することも可能。
　※自局がGPS情報を受信している必要があります。

エリアからレピータ選択　(近畿から比叡山レピータを選択)

移動速度

ｸﾞﾘﾄﾞﾛｹｰﾀｰ

GPS受信情報

13．進化した｢　　　 ｣の 操作性・機能向上

レピータ自動リストアップ

レピータの方向・距離

最寄レピータ検索
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ＤＲモードレピータグループ

従来の１０グループから２０グループに拡張、国内のみならず海外のレピータリストも登録可能。
■工場出荷時のレピータグループ
　 国内１０グループ：関東・中部・近畿・中国・四国・九州・東北・北海道・北陸・信越
　海外　９グループ：オセアニア・アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ・東ヨーロッパ・
　　　　　　　　　　西ヨーロッパ・南ヨーロッパ・北ヨーロッパ・アジア/アフリカ

トーンコントロール機能

送信音質・受信音質が、それぞれ高音・低音が３段階で設定可能。
・送信音質　　　　：高音→カット／標準／強調　， 低音→カット／標準／強調
・受信音質　　　　：高音→カット／標準／強調　， 低音→カット／標準／強調
・受信バスブースト：ＯＦＦ／ＯＮ（低音を強調する機能、小さなスピーカーでも低音が強調するように補正）

音声アナウンス機能(スピーチ機能)

・受信コールサインスピーチ：受信した相手のコールサインを自動読み上げ。
・ＲＸ＞ＣＳスピーチ　　　：ＲＸ＞ＣＳで設定した際、相手先のコールサインを自動読み上げ。

※スピーチの発音は日本語／英語、アルファベットの読み上げは標準とフォネティックコードを選択可能。

スピーチ機能 受信コールサインスピーチ

ＲＸ＞ＣＳスピーチ

スピーチ機能の設定 スピーチ発音言語 英語/日本語

アルファベット読み上げ 標準/フォネティック

13．進化した｢　　　 ｣の 操作性・機能向上

ＤＲモード表示

使用するレピータ

↑
ＣＱを出したいレピータ
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14．クローニング(設定)ソフト

　

⇔

こ
の
間
は
、
表
示
を
省
略
し
て
い
ま
す
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ID-91,ID-92,ID-1の３機種が
可能です。

ID-91,ID-92は、コントロール
ソフトが必要です。

　　↑
直接書き込めるため、便利
　　｜
　　↓

←　５種類の中から選択できる

←　受信した局のメッセージ

↑ 受信履歴で、交信状況や自分が
　 呼ばれた事も確認できる

　　↑
設定を押せば、簡単にセットできる
　　↓

15．デジタルならではの「見える化」

ID-92の表示例



23 / 30JARL千葉県支部　技術講習会 D-STAR 第１回 2012- ©JR1UTI

自局の位置と相手局の方向・距離を表示

相手局の方向と距離は、相手局がGPSデータを送出
していて自局がGPSを受信している必要があります。

自局の位置情報表示

自局のコンパス表示
この例は、自分が西方向に
移動しています。

相手局の位置情報表示

相手局のコンパス表示
この例は、相手局は自局
から見て北北東の方向,
直線距離1,062Kmを示して
います。

下記の例は、ID-92の表示です。

16．ＧＰＳをやってみよう！（本体編）

　　　→　メッセージ／イチ　→

　　　　　コンパスヒョウジ　→
　　　　　　　　
　　　　①自分の位置　→

　　　　②相手局の方向・距離・位置

　　　→　メッセージ／イチ　→
　　　　
　　　　　イチジョウホウ　→

　　　　③ジキョクイチジョウホウ　→

　　　　④アイテキョクイチジョウホウ

GPSマイクの説明は、16ページにあります。

表示方法

表示方法

GPSデータ送信の設定方法
　

　　　→　ＤＶセットモード　→

　　　　　ＧＰＳソウシン　　→

　
　　　　　ＧＰＳ　→　　　　→

GPSの次に「ＧＰＳセンテンス」と表示されますが
初期値のままでＯＫですので　　　を押して元に
戻ります。

【ID-92の例】
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　：軌跡と方向

　：現在位置と方向

無線機をパソコンに接続して、
ＧＰＳに対応している地図に
相手局の位置を表示することが
できます。

・相手局がGPSデータを送出して
　いる必要があります。
・自局はGPSを受信している必要
　はありません。

自局がＧＰＳを受信していれば
切り替えにより、地図に自局の
位置も表示できます。

16．ＧＰＳをやってみよう！（地図編）

表示例（プロアトラスを使用）

スーパーマップル，プロアトラス等の市販ソフトが使用可能

パソコンへの接続方法は、29ページの
「ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ＆ﾃﾞｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙの接続方法」
を参考にしてください。

ここ
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17．D-STARを使用した、ＡＰＲＳ(DPRS)

　　　　　　【ID-92の例】

APRSサーバーに自局の位置情報を送る
ための設定方法
①ＧＰＳソウシン　　：ＧＰＳＡ
②アンプロトアドレス：API92,DSTAR*
③データカクチョウ　：シンロ／ソクド
④タイムスタンプ　　：ＤＨＭ

　※IC-2820Gの時　②をAPI2820,DSTAR*

DPRS  I-Gate局があるレピータにアクセスして、ＡＰＲＳ用の位置情報を送信すると

自局の位置がAPRSの地図に表示されます。

　　　　http://ja.aprs.fi/

GPS OFF        　　　　 GPS ON

ＧＰＳデータの受信
①GPSマイクの GPS ボタンを押します。
②ボタンが点灯します。
　・点灯中は、GPS衛星からのデータを

　　 まだ捕捉していません。
　 ※マイクは、GPS衛星を捉えられる場所に
　　　ある事が必須です。
　　　状況により５分位かかる事があります。

③ボタンが点滅すればＯＫです。
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(※1) 受信(相手局)も表示可能，(※2) 内蔵時計自動合わせ可能，（※3）市販で表示しないものあり，(※4) 受信したDPRSデータをＰＣへの出力は可能，(※5)15まで設定可能

(※6)すべて設定可能、相手局のシンボルも表示　　↓↓
自作の秋月電子通商のGPSモジュールは表示しません。
(ID-31は、表示しました)

　 GPSｽﾋﾟｰﾄﾞ

　 初期値 設定可

IC-9100 市販 4800 9600 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○(※5)

IC-2820 内蔵 4800 9600 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ×

ID-31 内蔵 9600 4800 ○ ○ ○ ○(※1) ○(※1) ○ ○(※1) ○(※2) ○ ○ ○ ○(※6)

ID-91 市販 4800 -- ○ × × × × × × × × × × ×

ID-92 純正GPSﾏｲｸ,市販 4800 9600 ○ ○ × × × ○ ○ ○(※3) ○ × ○ ×

ID-80 純正GPSﾏｲｸ,市販 9600 4800 ○ × × × × ○ ○ ○(※3) ○ × ○ ×

ID-880 市販 9600 4800 ○ × × × × ○ ○ ○(※3) ○ × ○ ×

ID-800 市販 9600 4800 ○ × × × × × × × × × ×(※4) ×

ID-1 × × × × × × × × × × × × × × ×

位置
情報

ｺﾝﾊﾟｽ
表示

受信
GPS情報

進路 速度
相手局
距離

高度 時刻
相手ｺｰﾙ
表示

ｸﾞﾘｯﾄﾞ
ﾛｹｰﾀｰ

DPRS
(GPS-A)

DPRS
SSID

GPSﾚｼｰﾊﾞｰ接続

×○○○○○
GPS-A
(DV-A)

×○×○○○
GPS-G
(DV-G)

×○×○○○OFF本
体
送
信
設
定

GPS-A
(DV-A)

GPS-G
(DV-G)

GPS-A
(DV-A)

GPS-G
(DV-G)

GPS-A
(DV-A)

GPS-G
(DV-G)

受信ﾃﾞｰﾀ

IC-2820
　　ID-92
　　ID-80
　　ID-880

　　ID-31
　　IC-9100

------

×○GPS  ON

×○GPS OFF本
体
送
信
設
定

GPS-A
(DV-A)

GPS-G
(DV-G)

受信ﾃﾞｰﾀ

　　ID-91
　　ID-800

本体送信設定(GPS送信モード)と受信可能GPSデータ（モード：ＤＶ，実機で検証しました）

(注)IC-2820は、送信設定とは別にGPS機能をONに設定

本体に相手の位置情報が表示されかどうかです。

　○：表示される

　×：表示されない

GPS-G(DV-G)：DVモード
　　　　　　 D-STAR間のデータ形式

GPS-A(DV-A)：DPRSモード
　　　　　　 APRSのデータ形式

（機種名　IC-9100は IC-9100,IC-9100M、IC-2820は IC-2820G,IC-2820DG、ID-880は ID-880,ID-880D、ID-800は ID-800,ID-800D　を表します）

【注意】GPSデータの自動送信機能がありますが、レピータを使用する場合は
　　　　設定を必ず「OFF」にしてください。

資料：ＧＰＳ機能比較表
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※１ Aバンド800，Bバンド400ch　　※２ HF+50M(99ch)，144MHz(99ch)，430MHz(99ch)1200MHzオプション装着時は合計396ch

資料：メモリー機能比較表



28 / 30JARL千葉県支部　技術講習会 D-STAR 第１回 2012- ©JR1UTI

資料：ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ＆ﾃﾞｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙの互換表
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※GPSレシーバーを自作する場合は「JR1UTI D-STAR WEB Site」の
　下記の資料を参考にしてください。

　「IC-9100に秋月電子通商のGPSモジュールを接続する方法」

　「4,500円でできる　GPSレシーバーの製作実践編」

ID-31説明書に記載のケーブル配線図

ID-80/ID-91

USB接続は、
変換が必要

ID-91の設定ソフトには
OPC-1529が付属

設定ソフト

ID-31

OPC-1529(別売品)のプラグカバーを
２mm位削る(切る)と使用可
削っても、他の機種にもＯＫ

(設定を「外部GPS」にする)

OPC-1529でUSB接続は、
変換が必要

純正は、ＯＰＣ-２２１８ＬＵ 設定ソフト

ID-880/ID-880D

RS-232Cポートへ

USB接続は、
変換が必要

設定ソフト

ID-800/ID-800D

USB接続は、
変換が必要

ＳＰ
ジャックへ

ＯＰＣ-４７８

設定ソフト

ID-92

(クローニングソフトRS-92の付属ケーブル)

USB接続は、
変換が必要 設定ソフト

IC-9100/IC-9100M

設定ソフト
後面ＵＳＢ端子へ

市販のABタイプ
ＵＳＢケーブル

資料：ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ＆ﾃﾞｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙの接続方法
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①ＪＡＲＬ D-STAR HOME PAGE (JARL WEBから入れます)

　D-STAR総合案内窓口
　　http://www.jarl.or.jp/Japanese/7_Technical/d-star/d-star-index.htm

　D-STARに関する各種情報があります。
　　　http://www.jarl.com/d-star/

資料：D-STAR関連のWEBサイト

レピータのネット接続(ゲートウェイ越え)を利用
する場合は自局のコールサインの登録が必要です

②アイコム D-STARサイト

　入門編・応用編や設定方法などの
　基本情報があります。
　　http://www.icom.co.jp/d-starsite/

③JR1UTI D-STAR WEB Site
　　(裏技?もあります)

　　http://www2.odn.ne.jp/aab62490/

④海外レピータリスト　http://www.jfindu.net/DSTARRepeaters.aspx

https://www.d-star.info/usr/view_log.php
https://www.d-star.info/usr/view_rpt.php
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